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日銀金融政策決定会合（2023年9月）
金融政策の現状維持を決定

1/1

2023年9月25日

来年に金融政策が正常化に向かうとの思惑は一時後退も、早期に回復か

9月21～22日に日本銀行（以下、日銀）は金融政策決定会合を開催し、長短金利操作目標などの金融政

策の現状維持を決定しました。今回の会合での政策修正は金融市場でほとんど予想されていなかったため、

サプライズのない結果でした。金融政策の現状維持を受け、22日午後の金融市場では、株価は午前の下げ

幅を縮小、国債利回りは小動き、為替は円安でした。

9月上旬に「（来春の賃上げが）十分だと思える情報やデータが年末までにそろうことも可能性として

はゼロでない」との植田総裁のインタビュー記事が報じられたことにより、22日は午後の総裁記者会見が

特に注目されました。その記者会見において植田総裁は、「物価目標を持続的、安定的に到達する状況を

見通せる状況にはない」と強調し、インタビュー記事により金融市場で高まった早期の金融政策正常化へ

の思惑を否定しました。インタビューでの発言については、政策修正の可能性が全くないと言えば、今後

の金融政策決定会合における議論を縛ることになるため、それを防ぐためであったと説明しました。

総裁発言を受け、金融政策正常化に対する思惑は一旦後退することが予想されます。しかし、次回の金

融政策決定会合において政策委員の物価見通しが上方修正される可能性があることや、米ドル円の円安傾

向が継続していること、来年度の賃金上昇に対する日銀の自信が徐々に強まっている可能性があること、

などにより来年に金融政策が正常化されるとの市場の思惑は早期に盛り返すことが予想されます。

（出所）ブルームバーグより大和アセット作成

9月22日の10年国債利回りと米ドル円の動き9月22日のTOPIXの動き

（2023年9月22日9:00～15:00）

（出所）ブルームバーグより大和アセット作成

※3分足で値のない時刻は直前値を使用

（％） （円/米ドル）（2023年9月22日9:00～16:30）

※3分足で値のない時刻は直前値を使用
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